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在
日
米
軍
再
編
に
お
け
る
在
沖
縄
海
兵
隊
要
員
等
の
グ
ア
ム
移
転
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
米
安
全
保
障
条
約
が
改
定
さ
れ
て
か
ら
本
年
で
五
十
周
年
と
な
る
。
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
日

米
間
の
結
び
つ
き
を
今
後
更
に
深
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
米
安
全
保
障
体
制
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
右
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
国
民
へ
の
情
報
開
示
を
図
り
、
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
鳩
山
由

紀
夫
内
閣
と
し
て
、
本
年
五
月
末
ま
で
に
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
を
決
定
す
る
と
し
、
現
在
様
々
な
調
整
を
進
め
て
い
る
も

の
と
承
知
す
る
が
、
そ
も
そ
も
二
〇
〇
六
年
五
月
一
日
に
日
米
両
国
政
府
が
合
意
し
た
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
（
以
下
、
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
不
明
な
点
が
多
く
存
在
す
る
と
思
料
す
る
。
例
え
ば
そ
の

う
ち
の
一
つ
に
、
約
八
千
名
の
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
並
び
に
そ
の
家
族
約
九
千
名
が
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
移
転
す

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
不
可
解
な
点
が
あ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

政
府
と
し
て
、
在
日
米
軍
の
再
編
に
関
連
し
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
海
兵
隊
員
の
人
数
を
約
一
万
八
千
人
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
の
「
約
一
万
八
千
人
」
と
い
う
数
字
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
右
数
字
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

誰
が
誰
か
ら
、
ど
の
様
な
形
で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
と
な
る
関
連
資
料
を
具
体
的
に
示
し
た
上
で
説
明

さ
れ
た
い
。

一



二

前
文
で
触
れ
た
様
に
、
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
要
員
の
家
族
約
九
千
名

が
移
転
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
沖
縄
に
右
隊
員
の
家
族
は
何
人
残
る
こ
と
に

な
る
の
か
、
政
府
と
し
て
米
国
側
に
確
認
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
根
拠
と
な
る
関
連
資
料
を
具
体
的
に

示
し
た
上
で
、
沖
縄
に
残
る
こ
と
と
な
る
家
族
の
人
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

グ
ア
ム
に
お
け
る
米
軍
施
設
設
備
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
書
「D

raft
E

IS
V

olum
e�

M
arine

C
orps－

G
uam
�
－

�

」
に
よ
る
と
、
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
基
づ
い
て
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
海
兵
隊
要
員
の
中
に
、
「
航
空
戦
闘
部

隊
（
千
八
百
五
十
六
名
）
」
及
び
「
航
空
管
制
部
隊
（
二
百
五
十
名
）
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
在
沖
縄
海
兵
隊

の
ど
の
部
隊
に
所
属
し
て
い
る
の
か
、
中
隊
単
位
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
右
部
隊
に
は
、
普
天
間
飛
行
場
に
駐
留

す
る
部
隊
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
そ
の
根
拠
と
な
る
関
連
資
料
を
具
体
的
に
示
し
た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

四

二
〇
〇
八
年
九
月
十
五
日
、
米
国
防
省
か
ら
同
国
議
会
に
対
し
、
「
グ
ア
ム
の
た
め
の
国
防
省
に
よ
る
計
画
策
定
作
業
に

か
か
る
報
告
書
」
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
「
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
グ
ア
ム
へ
移
転
す

る
米
海
兵
隊
部
隊
の
中
に
は
「
海
兵
中
型
ヘ
リ
部
隊
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
右
の
点
に
つ
き
、
岡
田
克
也
外

二



務
大
臣
は
、
藤
�
一
郎
駐
米
国
日
本
国
特
命
全
権
大
使
に
公
電
を
発
出
し
、
調
査
さ
せ
た
上
で
右
公
電
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
る
こ
と
を
、
沖
縄
等
米
軍
基
地
問
題
議
員
懇
談
会
の
会
長
で
あ
る
川
内
博
史
衆
議
院
議
員
に
約
束
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
右
約
束
は
存
在
し
、
有
効
で
あ
る
か
。
確
認
を
求
め
る
。

五

四
の
件
に
つ
き
、
岡
田
大
臣
は
二
〇
〇
九
年
十
二
月
十
一
日
に
公
電
を
発
出
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
公
電
に
対
す

る
回
答
の
内
容
に
つ
き
、
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
説
明
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

三


